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代
か
き
土
壌
を
使
っ
た
診
断
キ
ッ
ト
に
よ
る

　
　
判
定
と
結
果
の
活
用

　
阿
部  

大
介
（
普
及
部
）

２．自然農法の育土と病虫害対策                                            

　

筆
者
ら
は
平
成
25
～
27
年
度

に
か
け
て
、
自
然
農
法
セ
ン

タ
ー
を
中
心
と
し
た
共
同
研
究

機
関
（
革
新
的
土
壌
管
理
技
術

と
診
断
キ
ッ
ト
研
究
開
発
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
）
を
構
成
し
、
水

稲
の
初
期
生
育
改
善
の
た
め
の

土
壌
診
断
キ
ッ
ト
の
開
発
を
進

め
て
い
る
。
こ
の
土
壌
診
断

キ
ッ
ト
開
発
は
水
稲
が
初
期
生

育
不
良
を
起
こ
す
可
能
性
を
予

測
し
、
対
策
を
と
る
こ
と
で
生

育
改
善
し
、
雑
草
害
を
軽
減
し

て
収
量
の
安
定
化
を
図
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

土
壌
診
断
キ
ッ
ト
の
大
き
な

特
徴
は
、
代
か
き
後
土
壌
を
測

定
し
、
移
植
後
の
生
育
障
害
を

予
測
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
そ

し
て
、
農
家
自
身
が
田
ん
ぼ
毎

に
異
な
る
土
壌
の
状
態
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

診
断
結
果
に
問
題
が
あ
れ
ば
、

移
植
時
に
対
応
策
を
示
し
生
育

の
改
善
へ
導
く
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

自
然
農
法
水
稲
栽
培
に
お
い

て
問
題
と
な
り
や
す
い
現
象
の

一
つ
と
し
て
異
常
還
元
が
あ

る
。
異
常
還
元
は
、
移
植
時
期

の
田
ん
ぼ
に
未
熟
な
有
機
物
が

多
量
に
残
存
す
る
場
合
に
起
こ

る
現
象
で
あ
る
。
代
か
き
以

降
、
暖
か
く
な
る
時
期
に
土
壌

微
生
物
が
急
速
に
有
機
物
を
分

解
す
る
た
め
に
酸
素
を
消
費
す

る（
土
壌
の
還
元
化
が
起
こ
る
）

の
で
、
土
壌
は
急
速
に
還
元
状

態
に
な
る
。
そ
し
て
、
水
稲
の

根
に
害
と
な
る
有
機
酸
や
ガ
ス

の
影
響
で
初
期
生
育
が
遅
れ
、

雑
草
が
繁
茂
し
や
す
く
な
る
と

い
う
結
果
に
な
る
（
写
真
１
）。

診
断
キ
ッ
ト
は
、
こ
の
異
常
還

表１　土壌測定・診断方法

写真１　異常還元による生育不良（左）と
　　　　通常生育（右）の比較

写真２	 土壌診断キット：還元度（Eh= 酸化還元電位）測定とガス発生量測定の様子

培養
日数 ０日目 ３日目 ７日目

作業

土を泥状にする
↓

土をビンに入れる
↓

①土壌 Eh測定（Ａ）
↓

培養開始

②ガス湧き量測定（Ｃ）
↓

③土壌 Eh測定（Ｂ）
↓

培養継続

④ガス湧き量測定（Ｄ）
↓

⑤上澄み液の窒素濃度測定（Ｅ）
↓

培養終了
↓

診断・判定

判定
Eh はＡ－Ｂで低下量を
算出し、異常還元を判
定する。

ガス湧き量はＣ＋Ｄの値とし、
総合判定を行う。
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元
の
危
険
性
を
診
断
す
る
た
め
に

土
壌
Eh
（
酸
化
還
元
電
位
）
と
ガ

ス
湧
き
量
を
測
定
す
る
。加
え
て
、

既
存
の
簡
易
診
断
法
を
利
用
し
窒

素
量
を
測
る
こ
と
で
、
生
育
を
予

測
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

土
壌
診
断
キ
ッ
ト
の
利
用
方
法

は
、
代
か
き
土
壌
を
ビ
ン
に
採
取

し
、
水
を
加
え
か
き
混
ぜ
、
密
栓

し
て
30
℃
で
３
日
間
培
養
す
る
。

温
め
る
前
と
、
温
め
た
後
の
土
壌

Eh
の
値
か
ら
、
異
常
還
元
の
危
険

性
を
判
定
す
る
。
さ
ら
に
土
を
温

め
て
７
日
目
ま
で
の
ガ
ス
湧
き
量

や
ビ
ン
内
の
上
澄
み
液
に
溶
出
す

る
窒
素
量
を
確
認
し
、
補
完
的
に

診
断
す
る
（
写
真
２
、
表
１
）。

診
断
の
判
定
と
適
応
性

　

Eh
に
よ
る
異
常
還
元
の
判
定
は

Eh 
初
期
値
と
Eh 
低
下
量
に
よ
り
、

「
安
全
」「
用
心
」「
注
意
」「
警
戒
」

の
４
段
階
と
な
る
。
さ
ら
に
、
７

日
目
の
ガ
ス
発
生
量
や
窒
素
量
を

加
え
た
総
合
判
定
が
、
水
稲
生
育

と
雑
草
発
生
予
測
か
ら
「
生
育
良

好
」「
生
育
良
好
・
雑
草
注
意
」「
生

育
遅
延
・
雑
草
注
意
」「
生
育
遅
延
・

雑
草
害
」「
生
育
不
良
・
雑
草
害
」

の
５
段
階
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
診
断
に
つ
い
て
信
越

地
域
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、
27

年
度
は
全
国
的
な
調
査
も
行
っ

た
。
８
～
９
割
の
圃
場
の
実
態
は

判
定
と
適
合
し
、
全
国
的
に
も
土

壌
診
断
キ
ッ
ト
が
適
応
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
実
測
調

査
か
ら
土
壌
診
断
キ
ッ
ト
の
判
定

が
実
態
と
適
合
し
な
い
圃
場
は
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
等
生
物
活
性
が

高
い
、
育
苗
の
失
敗
な
ど
、
異
常

還
元
と
は
別
の
要
因
が
あ
っ
た
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

生
育
改
善
の
た
め
の
対
応

策
と
判
定
結
果
の
活
用

　

土
壌
診
断
キ
ッ
ト
に
は
、
雑
草

害
や
生
育
不
良
と
な
っ
た
場
合
の

対
応
策
を
示
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
異
常
還
元
を
避
け
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
主
に
移
植
時
期
、
栽

植
密
度
、
早
期
追
肥
（
田
面
施

用
）
を
対
応
策
と
し
て
列
挙
し
て

い
る
。

　

移
植
時
期
を
通
常
よ
り
遅
ら
せ

る
こ
と
で
、
異
常
還
元
の
ピ
ー
ク

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

雑
草
の
発
生
最
盛
期
を
過
ぎ
、
地

温
が
高
く
な
り
苗
の
活
着
や
雑
草

競
合
に
有
利
と
な
る
（
図
１
）。

栽
植
密
度
は
、
密
植
に
す
る
こ
と

で
水
稲
の
葉
面
積
を
早
期
に
増
や

し
、
雑
草
と
の
競
合
力
を
増
や
し

な
が
ら
穂
数
を
増
加
さ
せ
る
効
果

が
あ
る
（
図
２
）。
移
植
直
後
の

ボ
カ
シ
早
期
追
肥
は
、
田
面
施
用

が
無
施
用
に
比
べ
て
穂
数
を
増
加

さ
せ
る
効
果
が
確
認
さ
れ
た
（
図

３
）。

　

土
壌
診
断
キ
ッ
ト
は
、
こ
う
し

た
効
果
的
な
対
応
策
を
キ
ッ
ト
の

判
定
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
異

常
還
元
の
予
防
策
と
し
て
、
稲
わ

ら
な
ど
の
有
機
物
を
適
正
に
還
元

し
て
行
う
土
づ
く
り
に
つ
い
て
も

言
及
し
て
い
る
。

　

土
壌
診
断
キ
ッ
ト
は
簡
単
な
操

作
を
覚
え
れ
ば
、
農
家
自
身
の
手

で
圃
場
毎
の
状
態
を
把
握
で
き
、

対
応
策
の
目
安
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
は
、
栽
培
管
理
や
土

づ
く
り
が
う
ま
く
い
く
、
ま
た
は

い
か
な
い
理
由
を
考
え
る
ヒ
ン
ト

と
な
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
農
法

は
、
自
然
の
状
態
に
よ
っ
て
耕
種

管
理
を
変
え
、
自
然
に
あ
っ
た
方

法
を
と
る
べ
き
で
、
診
断
キ
ッ
ト

は
そ
の
た
め
の
一
助
と
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

図１	移植時期の違いによる出穂期雑草乾物重
　　	（長野県松本市　自然農法センター 2014）

図２　栽植密度による茎数の違い
　　　（新潟県新潟市圃場事例 2015）

図３　追肥なしに対する早期追肥施用効果
　　　（長野県松本市　自然農法センター 2014）


